






























































































































には飛ぶ劇場（北九州）の寺田剛史が招かれました。こうした動きは、札幌の中堅劇団が東京をはじめ全国各地で公演し、その地の演劇人と交流した結果、可能になりました。再演に当たって力量ある新たなキャストを迎えることで新鮮な作品づくりが可能になると同時に、共演す によって札幌 演劇人 視野が広 るという点でも貴重な機会となっています。
二．ダブルキャストや見比べプログラム二〇一八夏シーズンで札幌座が上演した「象じゃない
のに・・。 」は、韓国の若手作家イ・ミギョンによる「そうじゃないのに・・。 」を斎藤歩が日本の状況に置き換えて翻案した作品 演劇シーズンでの上 に当たって、 原作を初演した韓国の劇団青羽 （チョンウ） 来札し、シアター
ZOO
の同じ舞台装置で日替わりで上演しま




































りま た。一方、小劇場がふさわしい緻密な作品で演劇シーズンのレパートリーとして上演を重ねたい もあります。今後はそのよう 、作品に応じ臨機応変に劇場
を活 し、よりよい環境で観劇していただけるようにバラ スを考えたいと思います。
